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入院前は、感染症に注意しましょう。特に冬季は

呼吸器感染症が多く発生します。院内に病原体が

持ち込まれると、人の密度が高い院内では急激に

広がる可能性があります。
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入院前日及び当日に発熱・呼吸器症状（咳・咽頭痛・痰等）・下痢・嘔吐などの症状

がある方は、（入院係：0948-24-7500）へ連絡をお願いします。

主治医に確認し、場合によっては入院を延期して頂くこともあります。

院内感染防止のためにご協力をお願いします。

・病室の床は、細菌が繁殖しやすいため、持ち物を床に置かないようにしましょう。

・入院中は、不織布マスクを1箱程度持参ください。（布・ウレタン禁止）

手を洗おう 消毒しよう うがいをしよう

マスクをしよう うちで過ごそう換気をしよう
































